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都市再生整備計画　フォローアップ報告書

宇都宮大学東南部地区

平成２５年７月

栃木県宇都宮市



１．数値目標の達成状況の確認（確定値）

様式4－①　都市再生整備計画に記載した目標を定量化する指標の確定

単位 評価値 目標達成度 理由 改善策の方向性

確定 あり ●

見込み ● なし

確定 ● あり

見込み なし

確定 ● あり

見込み なし ●

確定 あり

見込み なし

確定 あり

見込み なし

※全ての指標について記入

様式4－②　その他の数値指標の確定

単位 評価値 達成度 理由 改善策の方向性

確定

見込み ●

確定

見込み

確定

見込み

※全ての指標について記入

目標値

事後評価シート　様式２-1及び添付様式2-①から転記　※全ての指標について記入

6,000

61.78

公園までの到達時間

事後評価

○

41.33

見込み・確定
の別

42.11 ○

6,137

その他の
数値指標３

その他の
数値指標２

指　標 従前値 目標値

指標１ 狭隘道路率 ％ 72.44 H２５年７月

見込み・確定の別

12

事後評価

35.62

1年以内の
達成見込み

1年以内の
達成見込み

指標２

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ時
点での達成

度

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟに
よる確定値

41.33

計測時期 総合所見

土地区画整理事業による道路整備
などにより，緊急車両の通行確保が
図られるなど，地区の安全性が向上
した。

地区内人口の増加 人 5,135

確定値が評価値と比較して大きな差異があ
る場合や改善が見られない場合等

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

○

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

指標５

H　　年　月

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

△

土地区画整理事業による基盤整備
が進んだことで，住環境が向上し，
地区内への転入及び転居者が増え
ている。

H　　年　月
□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

早期に公園整備を行うため，引き続
き土地区画整理事業の計画的な事
業進捗を図っていく。

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

H　　年　月

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟに
よる確定値

その他の
数値指標１

※フォローアップの必要のある指標について記入

分 18

H　　年　月

指標３ 公園整備率 ％ 9.78

指　標 従前値

指標４

計測時期

12

H　　年　月

H２５年７月
道路等の整備により，公園までの到達
時間が短縮された。引き続き計画的に
公園や道路整備等を進めていく。

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ時
点での達成

度

確定値が評価値と比較して大きな差異があ
る場合や改善が見られない場合等

総合所見

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

事後評価シート　様式２-1及び添付様式2-②から転記　※全ての指標について記入

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

※フォローアップの必要のある指標について記入

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

H　　年　月



２．今後のまちづくり方策の検証

様式4－③　「今後のまちづくり方策」の進捗状況

様式4－④　フォローアップにより新たに追加が考えられる今後のまちづくり方策

早期に公園整備を行うため，引き続き土地区画整理事業の計画
的な事業進捗を図っていく。

引き続き事業を推進し，水害の心配のないまちづくりの形成に取
り組む。

具体的内容 実施時期

今後の課題　その他特記事項

引き続き計画的に事業を推進し，住環境の改善に努める。

引き続き計画的に事業を推進し，緊急車両の現場到達時間の短
縮が図られるように努める。

・土地区画整理事業

都市型水害対策の更なる推進

追加が考えられる今後のまちづくり方策 実施にあたっての課題　その他特記事項

・公園整備事業

・河川管渠整備事業
・雨水貯留管整備事業
・雨水管渠整備事業

実施した結果

道路や公園等の公共施設や公共下水道等の整備
が進み，住環境の改善が進んでいる。

・成果を持続させるために
行う方策

・土地区画整理事業
・公園整備事業

実施した具体的な内容

狭隘道路の解消により緊急車両の円滑な通行が可
能となった。

安全な子供の遊び場，震災時等の避難場所となる
公園整備を早期に行うため，土地区画整理事業の
進捗を図っている。

集中豪雨時に発生する道路冠水や宅地への浸水
が減少傾向にある。

改善策

・まちづくりの目標を達成するた
めの改善策

・残された課題・新たな課題への
対応策

・その他　必要な改善策

事後評価シート　添付様式5－③に記載した
今後のまちづくり方策（事項）

安全・安心で良好な住環境の形成

安全・安心な市街地の形成

計画的な公園整備

事後評価シート　添付様式5－③から転記



都市再生整備計画（精算報告）

宇都宮
う つ の み や

大学
だ い が く

東南部
と う な ん ぶ

地区
ち く

栃木県
と ち ぎ け ん

　宇都宮市
う つ の み や し

・様式は、Ａ４長辺側を、２箇所ホチキス留めすること。



都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 96.3 ha

平成 20 年度　～ 平成 24 年度 平成 20 年度　～ 平成 年度

目標

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

％ 平成19年度 平成24年度

人 平成19年度 平成24年度

％ 平成19年度 平成24年度

5,135

指　　標

6,000

公園整備率
概ね5分で到達できる平常時の安全な子供の遊び場，また
災害時の復旧活動拠点としての公園整備

子育て世代が安心して居住できる環境の確保と，地区の災害に対
する安全性の向上

9.78 61.78

地区内人口の増加 居住環境が良くなることで定住人口が増加する 子育て世代が安心して居住できる環境の確保

従前値 目標値

計画期間 交付期間

大目標　高齢者，子育て世代が安全に，かつ安心して居住できるまちづくり
　目標１　道路網の整備により，児童生徒の通学路における交通危険箇所を減らし，あわせて公園を整備し，子育て世代が安心して居住できる環境を確保する。
　目標２　狭隘道路の解消によって，万が一火災が起きた際の類焼を予防し，かつ消防車・救急車等の緊急車両の通行を容易にする。また，一時避難策として公園を整備するとともに，雨水貯留管及び河川管渠を整備し，地区の災害に対する安全性を高める。
　目標３　整備計画の周知，公園整備のワークショップの開催等を通じて，地区住民のまちづくりに対する関心を高め，まちづくりへの意識の向上を図る。

狭隘道路率 地区内の狭隘道路(幅員3m以下)の解消
子育て世代が安心して居住できる環境の確保と，地区の災害に対
する安全性の向上

72.44 42.11

都道府県名 栃木県 宇都宮市
ウ ツ ノ ミ ヤ シ

宇都宮大学東南部地区
ウ ツ ノ ミ ヤ ダ イ ガ ク ト ウ ナ ンブ チ ク

24

定　　義 目標と指標及び目標値の関連性

やさしさと安全を(安心)を共有した，いつまでも住み続けたくなる，官民協働で進める魅力あるまちづくり
・宇都宮市都市計画マスタープランでは，地区内を通過する都市計画道路3･3･105産業通り等，本市の都市内交通の根幹を担う都市計画道路網の整備とともに都市機能の充実や環境改善など，市街地整備を一体的に行う地区と位置づけている。
・市民，行政，民間事業者がそれぞれの役割を認識し，都市と自然が調和し誰もが安全で快適に過ごせる生活環境が整った協働のまちづくりを進める。

・本計画地区は，昭和47年に都市計画決定された宇都宮東部地区約321haの土地区画整理事業区域の中で，市街地を形成する上で高いポテンシャルを有する96.3haの地区であり，JR宇都宮駅東口周辺市街地に近接し優位な条件を有する良好な住宅地を形成すべく土地区画整理事業による段階的な整備を進めてきている。
・宇都宮市における都市化の動向は，平出，清原工業団地の操業，新国道4号や北関東自動車道の開通等，宇都宮東部地域への伸長が顕著である。
・交通に関する広域条件としては，地区北西約2.5kmにJR宇都宮駅があり，地区北西及び南西約1.5kmにそれぞれ国道4号，新国道4号が，地区北東に国道123号が，地区南西約0.3kmに主要地方道宇都宮真岡線がある。地区内を通過する都市計画道路3･3･105産業通りは宇都宮市の交通計画上，中心部の交通渋滞の解消のために宇都宮市内環状線のバイパス的役割を担う路線として期待されている。
・宇都宮東部地区では，都市基盤整備を進めるため，土地区画整理事業が既に3地区施工済みであり，本地区の基幹事業となる宇都宮大学東南部第1土地区画整理事業を含め4地区が現在施工中である。
・本地区の第一期となる下平地区は，平成16～19年度にまちづくり交付金を導入し，地区の課題に対して整備を行い十分な成果を上げることができた。しかし，下栗・平松本町地区では成功を収められた一方で，宇都宮大学東南部第１地区では事業がまだ途中となってしまったことから，一応の成功を収めたものの更なる導入による効果が期待されている。
・下平地区に隣接している宇都宮大学東南部第２地区，平松本町第三地区は，下平地区と同様の課題を抱えており，第一期での成功を踏まえまちづくり交付金の導入が望まれていることから，宇都宮大学東南部地区としてまちづくり交付金を導入し，継続的なまちづくりを進めることが求められてきている。また，下平地区事後評価委員会でも，まちづくり交付金の導入に対する効果は多大であると賞賛され，第二期にも，第一期での効果を強く希望されてい
る。
・本地区周辺にいあっても，土地区画整理事業が3地区整備済にあり，現在2地区が施工中にあるなどの影響を受け，市街化の進行が顕著である。しかし，道路，公園をはじめとする公共施設が未整備であるため，無秩序な市街化となっており，防災上の観点からも計画的な都市基盤整備が必要となってきている。また，既存の商店施設もあり，商業の活性化のためにも，魅力ある都市基盤整備が求められている。
・このような状況から，本地区は宇都宮東部地区の一部として，公共施設の整備改善及び宅地の利用増進を図るため土地区画整理事業による面的整備を実施し，良好な住環境を有する安全で計画的なまちづくりを行うものである。

地区内には，無秩序に農地の宅地化が進行しており，計画的な都市基盤整備が求められている
・地区内全域にわたり，狭隘道路と行き止まり道路が多く，高齢者・未成年(いわゆる交通弱者)の安全面，防災上から問題が多く，適切な道路整備が求められている。
・地区内に点在する樹林地は，不法投棄が良く行われ，また暗いことから，環境面及び防犯面から不安の声が多く，計画的な緑地整備が求められている。
・地区内は，上水道，電気は全戸に供給されているが，下水道は雨水汚水ともに未整備のため，生活環境の面で問題であり，適切な整備が求められている。



都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針

その他
【交付期間中の住民参加】
・土地区画整理事業が継続するため，まちづくりに関しては，自治会，育成会及び子供会等既存の組織を核として，活動組織の体制づくりを進めるとともに，管理，活動アドバイ
ザー派遣等を導入するなどして，まちづくりに対する意識構築，更なる公共施設の愛護精神の高揚を図り，地域住民を主体とした継続的なまちづくりを支援する。

提案事業(雨水貯留管整備事業・雨水管渠整備事業・河川管渠整備事業)
・また，無秩序な市街地が進行する本地区における都市型水害対策として，雨水貯留管及び雨水管渠，河川管渠を整備
する。

整備方針３（まちづくりへの意識の向上と官民協働への関心を持たせるための環境整備）

・地区内住民に，まちづくりとその具体的事業に対する意識を高めるため，区画整理だよりを発行する。 関連事業(まちづくり活動推進支援)

方針に合致する主要な事業
整備方針１（安全な通学路の確保と地区の災害への安全性の向上のための道路整備）

・道路特定会計で整備される都市計画道路の整備に併せ，本事業で地区内の区画道路の整備を行うことで，狭隘道路解
消を促進し，児童生徒の登下校時あるいは高齢者の散歩時における自動車との接触事故の防止を図り，また，災害時ま
たは急病人発生時の緊急車両の進入を容易にする。
・また，道路整備とあわせて，自治会及びPTA等の既存組織を核とした安全巡回ボランティア組織を結成し，交通安全につ
いての啓蒙，児童生徒の通学の安全確保，地域内での犯罪防止等を図るため，交通安全・地域巡回パトロール活動を援
助する。

基幹事業(宇都宮大学東南部第１土地区画整理事業・宇都宮大学東南部
第２土地区画整理事業・平松本町第三土地区画整理事業)

関連事業(安全巡回ボランティア活動支援)

整備方針２（安全な子供の遊び場，災害時の復旧活動拠点としての街区公園の整備と災に対する安全確保）

・近年，教育上必要とされる親と子の屋外におけるふれあい活動の場の不足への対策として，あるいは大規模な災害が
発生した場合の一時避難場所・復旧作業が始まった時の前線的活動拠点となる場所として，本事業で街区公園を整備す
る。

基幹事業(公園整備事業)



交付対象事業等一覧表

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

道路
公園 宇都宮市 直 ２箇所 平成20年度 平成23年度 平成20年度 平成23年度 29.8 29.8 29.8 29.8
古都及び緑地保全事業
河川
下水道 -
駐車場有効利用システム -
地域生活基盤施設 -
高質空間形成施設 -
高次都市施設 -
既存建造物活用事業
土地区画整理事業 宇都宮市 直 48.2ha 平成11年度 平成24年度 平成20年度 平成24年度 3,959.9 3,959.9 3,959.9 3,959.9

宇都宮市 直 41.8ha 平成19年度 平成33年度 平成23年度 平成24年度 328.0 328.0 328.0 328.0
宇都宮市 直 3.9ha 平成22年度 平成26年度 平成22年度 平成24年度 208.8 208.8 208.8 208.8

市街地再開発事業
住宅地区改良事業等
地区再開発事業
バリアフリー環境整備促進事業
優良建築物等整備事業

拠点開発型
沿道等整備型
密集住宅市街地整備型
耐震改修促進型

街なみ環境整備事業
住宅地区改良事業等
都心共同住宅供給事業
公営住宅等整備
都市再生住宅等整備
防災街区整備事業
合計 4,526.5 4,526.5 4526.5 4526.5

提案事業
（参考）全体 交付期間内 交付対象

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費
宇都宮市 直 460m 平成11年度 平成24年度 平成22年度 平成24年度 159.3 159.3 159.3 159.3
宇都宮市 直 125m 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 11.0 11.0 11.0 11.0
宇都宮市 直 240m 平成23年度 平成24年度 平成23年度 平成24年度 490.2 490.2 490.2 490.2

-
-

合計 660.5 660.5 660.5 660.5
合計(A+B) 5,187.0

（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度
宇都宮市 国土交通省 48.2ha ○ 平成11年度 平成27年度 7,501
宇都宮市 国土交通省 41.8ha ○ 平成19年度 平成33年度 27,970
宇都宮市 国土交通省 90.0ha ○ 平成11年度 平成33年度 2,022
宇都宮市 48.2ha ○ 平成11年度 平成24年度 1

まちづくり活動推進支援 宇都宮大学東南部第2地区 宇都宮市 41.8ha ○ 平成19年度 平成33年度 1
自治会・PTA 90.0ha ○ 平成20年度 平成24年度 1

合計 37,496

事業期間 全体事業費

0.0

宇都宮大学東南部第2地区

規模 （いずれかに○）事業 事業箇所名 事業主体 所管省庁名

河川管渠整備事業 準用河川越戸川バイパス

規模

雨水貯留管整備事業
雨水管渠整備事業

-

宇都宮大学東南部第2地区

うち民負担分

0.0

（参考）事業期間 交付期間内事業期間

-

住宅市街地
総合整備
事業

うち民負担分

国費率5,187.0 交付限度額 2,075.8 0.4

交付期間内事業期間事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模 （参考）事業期間
細項目

交付対象事業費

-
-
-

街区公園

-

-

宇都宮大学東南部第1地区
宇都宮大学東南部第2地区
平松本町第三地区

直／間

宇都宮大学東南部第1地区

事業箇所名 事業主体
細項目

事業

地域創造
支援事業

まちづくり活
動推進事業

事業活用
調査

安全巡回ボランティア活動支援

まちづくり活動推進支援 宇都宮大学東南部第1地区

全区域

土地区画整理事業(道路特会) 宇都宮大学東南部第1地区
土地区画整理事業(道路特会)
公共下水道事業


